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我々は世界で初めて太陽フレアの X 線撮像分光観測を実現した、観測ロケット実験 FOXSI-4 に二台の国産高
角度分解能 X 線望遠鏡を搭載した。これにより当該分野初となる国産高角度分解能 X 線望遠鏡の海外ミッショ
ン搭載という偉業を成し遂げた。FOXSI-4 打ち上げ後は、飛翔機会が相対的に多い、超小型衛星や観測ロケット
等、小型飛翔体仕様の世界最高感度小型 X 線撮像分光観測装置の検討も進めてきた。本観測装置は、高い角度分
解能を有する光学系および超薄膜を用いた高感度フィルターを軸とし、スペースの制約が厳しい幅広い将来ミッ
ションへの展開を目指し、我々は世界に先駆けその実現を目指している (2025 年秋季年会 三石他)。
現在我々は、6U 程度の技術実証サイズ、および 1 辺 50 cm サイズの飛翔体を想定し、シェル型反射鏡を同心

円状に複数枚配置したシステムをベースとし、実現可能な角度分解能・有効面積等の性能の見積もりを進めてい
る。前者は焦点距離 100 mm、後者は 250 mm であり、口径は各々 5–20 mm, 20 – 100 mm 程度を想定してい
る。すでに両者は基本設計を完了し、模擬品を用いた複数反射鏡の接着工程の確立や配置方法の検討、振動試験
の実施を進めている。本講演では、開発の現状や科学検討、さらには将来展望についても報告する。


